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【非行少年の検挙・補導状況】 【全刑法犯（触法含む）に対する刑法犯少年の割合】

R３.12末 R４.12末 増減数 増減率 R３.12末 R４.12末 増減数 増減率

119 144 25 21.0 1,323 1,305 ▲ 18 ▲ 1.4

110 126 16 14.5 110 126 16 14.5

51 74 23 45.1 8.3 % 9.7 % 1.3

59 52 ▲ 7 ▲ 11.9

9 16 7 77.8 【刑法犯少年の再犯率】

9 15 6 66.7 R３.12末 R４.12末 増減数 増減率

1 1 11.8 % 11.9 % 0.1

2 2 17.6 % 18.9 % 1.3

6.8 % 1.9 % ▲ 4.9

【刑法犯少年の検挙・補導状況（罪種別）】

R３.12末 R４.12末 増減数 増減率 【初発型非行の検挙・補導状況】

110 126 16 14.5 R３.12末 R４.12末 増減数 増減率

2 2 48 46 ▲ 2 ▲ 4.2

18 34 16 88.9 40 39 ▲ 1 ▲ 2.5

6 17 11 183.3 3 4 1 33.3

8 17 9 112.5

4 ▲ 4 ▲ 100.0 5 3 ▲ 2 ▲ 40.0

60 66 6 10.0

4 10 6 150.0 【万引きの検挙・補導状況】

3 5 2 66.7 R３.12末 R４.12末 増減数 増減率

53 51 ▲ 2 ▲ 3.8 40 39 ▲ 1 ▲ 2.5

1 1 17 21 4 23.5

4 6 2 50.0 17 6 ▲ 11 ▲ 64.7

25 17 ▲ 8 ▲ 32.0 2 5 3 150.0

2 2

3 3

【刑法犯少年の検挙・補導状況（学職別）】 1 1

R３.12末 R４.12末 増減数 増減率 1 1

110 126 16 14.5

1 1 【不良行為少年の補導状況】

32 34 2 6.3 R３.12末 R４.12末 増減数 増減率

38 26 ▲ 12 ▲ 31.6 816 847 31 3.8

9 36 27 300.0 258 259 1 0.4

5 3 ▲ 2 ▲ 40.0 227 235 8 3.5

19 15 ▲ 4 ▲ 21.1 95 120 25 26.3

7 11 4 57.1 236 233 ▲ 3 ▲ 1.3
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○   刑法犯少年において、犯罪少年の再犯率が増加した。

  不良行為少年の補導は847人（うち中学生が132人、高校生が330人)で、前年から31人増加した。
また、行為別では、深夜はいかいと喫煙、飲酒で614人と全体の72.5％を占めた。
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○ 　罪種別では、粗暴犯、窃盗犯、風俗犯が増加した。
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  刑法犯少年は126人で、前年から１6人（14．5％）増加しており、全刑法犯に占める刑法犯少年の割
合は９.７％であった。

　学職別では、未就学、小学生、高校生、無職少年が増加した。


